
 

 

2021 年度入社式 社長訓示 

【樋口社長】 

 

 

１．はじめに 

２．当社グループの現状 

３．新入社員の皆さんに伝えたいこと 

＜想像力(創造力)を働かせ 挑戦してほしい＞ 

＜地域とのつながりを大切にしてほしい＞ 

４．むすび 
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１．はじめに（祝辞） 

 新しく東北電力および東北電力ネットワークで 

働く仲間となった３１４名の皆さん，入社，誠に  

おめでとうございます。心より歓迎いたします。 

 未 だ 新 型 コ ロ ナ ウ ィ ル ス 感 染 症 の 終 息 が    

見通せない中ではありますが，昨年できなかった  

一堂に会しての入社式を，今年は縮小した形で   

開催させていただきました。 

 折角の機会ですので，私と東北電力ネットワークの

坂本社長から皆さんにメッセージをお伝えいたしま

す。 

 

２．東北電力グループの現状について 

東北電力グループは，１９５１年の創立以来，  

「東北の繁栄なくして当社の発展なし」という    

考えのもと，電力の安定供給を通じて，東北・     

新潟県とともに成長してきました。 



２ 
 

水力電源の開発に始まり，その後，高度経済成長と 

ともに，火力・原子力の開発を進めてきました。また，

これまで多くの自然災害が襲い，とりわけ，東日本  

大震災は甚大な被害をもたらしました。しかし，   

そうした災害のたびに，電力の安定供給という    

使命のもと，一丸となってそれを乗り越え，地域の   

復興・発展に取り組んできました。 

まさに，東北電力グループの歴史は，地域とともに 

歩んできた歴史でもあると言えます。 

 一方で，私たちを取り巻く環境は大きく変化して 

います。電力販売の自由化により，多くの事業者が 

参入し，競争が激しくなっています。また，     

新型コロナウィルス感染症拡大をきっかけとした 

デジタル化の進展や，地球環境問題をめぐる脱炭素化

の高まりなど，私たちの暮らしをはじめ，社会全体の

あり方を変える動きも出てきています。 

 

 



３ 
 

こ う し た 変 化 は ， 私 た ち に と っ て 絶 好 の     

チャンスでもあります。そのチャンスを活かすため，    

電気事業の枠を超え，お客さまに選ばれ，地域・   

社会のお役に立つためのサービスや価値の提供，  

それを支える先進的な技術開発などに積極的に  

取り組んでいかなければなりません。 

また，脱炭素化に向けては，風力・太陽光といった

再生可能エネルギーの導入拡大や，火力電源の   

脱炭素化に取り組むとともに，二酸化炭素を    

排出しない原子力についても，安定供給や経済性の 

観点から，最大限，活用していく必要があります。 

  

 

３．皆さんにお願いしたいこと 

以上申し上げたことを踏まえ，皆さんにお願い  

したいことをお話しします。 

 



４ 
 

皆さんは，大きな希望や高い志を持って本日を  

迎えられたことと思います。ぜひ今の気持ち，初心を

忘れないでください。その気持ちが社会人としての 

皆さんの原点であり，今後，皆さん自身が頑張って 

いくための原動力となります。 

その上で，２点お話します。 

 

＜想像力(創造力)を働かせ 挑戦してほしい＞ 

１点目は，「想像力(創造力)を働かせ 挑戦してほし

い」ということです。 

事業を取り巻く環境が時々刻々と変化していく 

中で，電力の安定供給をしっかりと果たしながら， 

スピード感を持って，お客さまのニーズに沿った  

様々なサービスや価値を提供していかなければ  

なりません。そのために必要とされるのは，どのよう

なサービス・価値が必要なのかを想いめぐらす想像力，

それを具現化し，創り出す創造力です。その力を持っ

ているのが皆さんです。 



５ 
 

これから仕事を進めていく中で，様々な課題に  

ぶつかることがあるでしょう。その時に心がけて  

ほしいことは，できない理由を考えるのではなく， 

『どうしたらできるか？』ということを常に考える 

ことです。そのことによって，解決の糸口が    

見い出され，成果が生まれます。 

ぜひ，失敗を恐れず，想像力(創造力)を働かせ   

果敢に挑戦してほしいと思います。 

 

＜地域とのつながりを大切にしてほしい＞ 

２点目は，「地域とのつながりを大切にしてほしい」

ということです。 

冒頭申し上げたとおり，東北電力グループの歴史は

地域とともに歩んできた歴史でもあります。そして，

その歩みを通じて地域・社会との信頼関係を築いて 

きました。 

 



６ 
 

皆さんには，私たちの事業が地域・社会との   

信頼関係の上に成り立っているということ，私たちは

地域・社会の皆さんから大きな期待を寄せられている

ということを，よく自覚していただきたいと思います。 

この地に根差す事業者として，地域のために   

何ができるかを考え，行動していかなければなりませ

ん。そのため，皆さんにはまず，各々の配属先の   

地域のことをよく知ってほしいと思います。今は  

コロナ禍で，なかなか難しい状況ではありますが， 

工夫しながら，地域の様々な人に出会い，積極的に 

コミュニケーションをとり，つながりを深め，早く 

地域に溶け込んでほしいと思います。そうすることで，

地域が求めるもの，自分たちにできることが見えて 

きます。その積み重ねが，地域からの信頼構築に  

つながります。 

 

 

 



７ 
 

以上の２点についてお願いしましたが，今年の  

モットーは「さらなる飛躍へ 挑戦！挑戦！挑戦！」

です。皆さんも，本日から，私たちの仲間です。   

このモットーのもと，一緒に頑張ってまいりましょう。 

 

４．むすび 

むすびになりますが，今年は，東北電力グループ 

創立７０周年の節目の年となります。 

「地域社会との共栄」という経営理念のもと，その

先の８０周年，さらに１００周年に向けて発展して 

いくため，東北電力グループの社員としての誇りを 

胸に，皆さんが今後，大いに活躍されることを   

期待して，私からのメッセージといたします。 

 

以 上 


